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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】Bipolar irrigaton system による破裂脳動脈瘤術中 radical lot removal の脳血管攣縮予防効果
について、症候性脳血管攣縮発生率、予後に関して検討した。 
【対象】1998 年 11 月から 2004 年 1 月までの 5 年 3 ヶ月間に行った 84 例の急性期破裂脳動脈瘤クリッ
ピング術のうち、脳底槽からシルビウス裂にくも膜下血腫が充満している症例で術後経時的に神経学的にも CT 
scan 上も follow-up できた 65 例を対象とした。 
【方法】術中に bipolar irigation sytem を使用してくも膜下血腫の radical clot removal を行った A 群 
35 例と、通常の用手的洗浄による clot removal のみを行った B 群 30 例にわけ、両者での脳血管攣縮発生
率、予後について比較した。脳血管攣縮の発生については、術後の経過中に見当識障害や麻痺等の局所症状が
新たに出現し、その原因として出血・水頭症・静脈梗塞・電解質異常など他の要因が否定されたものとした。
予後については退院時の Glasgow outcome scale（GOS）で判定した。統計処理は Mann-Whitney の U 検定を
用いた。 
【結果】年齢、術前重症度については、両群間に有意差を認めなかった。症候性脳血管攣縮が発生したのは A 群 
35 例中 6 例（17.1％）、B 群 30 例中 12 例（40.0％）で、A 群で有意に少なかった（P=0.0416）。予後は GOS 
sever ly disabled，persistent vegetative state，dead を予後不良とすると、予後不良例は A 群 35 例中 4 
例（11.4％）、B 群 30 例中 7 （23.3％）で、有意差はなかった（P＝0.2054）が、A 群で少ない傾向が見
られた。 
【結論】くも膜下出血早期手術において、術中の bipolar irrigation system を使用したくも膜下血腫の 
radical removal は脳血管攣縮発生の予防に有効であった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【目的】Bipolar irrigaton system による破裂脳動脈瘤術中 radical lot removal の脳血管攣縮予防効果
について、症候性脳血管攣縮発生率、予後に関して検討した。 
【対象】1998 年 11 月から 2004 年 1 月までの 5 年 3 ヶ月間に行った 84 例の急性期破裂脳動脈瘤クリッ
ピング術のうち、脳底槽からシルビウス裂にくも膜下血腫が充満している症例で術後経時的に神経学的にも CT 
scan 上も follow-up できた 65 例を対象とした。 
【方法】術中に bipolar irigation sytem を使用してくも膜下血腫の radical clot removal を行った A 群 
35 例と、通常の用手的洗浄による clot removalのみを行った B 群 30 例にわけ、両者での脳血管攣縮発生
率、予後について比較した。脳血管攣縮の発生については、術後の経過中に見当識障害や麻痺等の局所症状が
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新たに出現し、その原因として出血・水頭症・静脈梗塞・電解質異常など他の要因が否定されたものとした。
予後については退院時の Glasgow outcome scale（GOS）で判定した。統計処理は Mann-Whitney の U 検定を
用いた。 
【結果】年齢、術前重症度については、両群間に有意差を認めなかった。症候性脳血管攣縮が発生したのは A 群 
35 例中 6 例（17.1％）、B 群 30 例中 12 例（40.0％）で、A 群で有意に少なかった（P＝0.0416）。予後は 
GOS severely disabled，persistent v getative state，d ad を予後不良とすると、予後不良例は A 群 35 例
中 4 例（11.4％）、B 群 30 例中 7 例（23.3％）で、有意差はなかった（P＝0.2054）が、A 群で少ない傾向
が見られた。 
【結論】くも膜下出血早期手術において、術中の bipolar irrigation system を使用したくも膜下血腫の 
radical removal は脳血管攣縮発生の予防に有効であった。 
以上の研究は破裂脳動脈瘤術後脳血管攣縮発生の予防に寄与するものと考えられる。したがって、著者は博士
（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
 
